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                                         ＲＷＰＰＩ： ＲＷプロダクツ プロモーション イニシアティブ 

ＲＤＶＤＣ： 記録型ＤＶＤ会議 

 

 

 

 

 

ＲＷプロダクツ プロモーション イニシアティブ（略称ＲＷＰＰＩ、代表：相澤宏紀）と記録型ＤＶＤ会議（略称

ＲＤＶＤＣ、議長：具 本國）は、２００３年９月より共同で実施していた記録可能なＤＶＤである４倍速ＤＶＤ-Ｒ、

２倍速ＤＶＤ-ＲＷ、３倍速ＤＶＤ-ＲＡＭそれぞれに対応した製品間での互換性試験をこのたび終了し、６月１

６日に合同で検証結果を会員に報告するとともに、今回の成果をそれぞれのホームページで公開いたしま

す。 

 

このたびの共同互換性試験では、参加企業総数５２社、試験項目総計３５１項目、試験製品機器総数１３

３モデルに及び、記録可能なＤＶＤに関連する世界のほぼ全ての主要なメーカー（ハード、メディア、ＰＣアプ

リケーション他）の機器、製品間において、対象とする速度（ＤＶＤ-Ｒ：４倍速、ＤＶＤ-ＲＷ：２倍速、ＤＶＤ-ＲＡ

Ｍ：３倍速）での記録・再生互換に関する検証が行われました。ＲＷＰＰＩラウンドロビンテストと、ＲＤＶＤＣ互

換性ワーキンググループ双方の会員が、所属団体に限定されずに互いの互換性試験に参加する形態で共

同互換性試験が進められました。具体的には、以下のような成果が得られました。 

(1) ＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷディスクと対応ライターの記録物理特性に関して、ディスク１８社、２２モデル、及
びライター１２社、１２モデル間で、合計７８項目の試験を行い、安定した記録品質が確保されている事

を確認した。 

(2) ＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷ対応ライターに関して、１１社、１１モデル間にて合計１３５の確認項目の論理互
換性試験を実施、参加モデル間での記録・再生互換性が確認され、規格に関する一層の共通理解を

深めることができた。 

(3) ＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷ対応レコーダー、及びＰＣオーサリングソフトに関して、１２社、１２モデル間での
記録・再生・編集機能２７項目（ビデオモード、及びＶＲモード）全てにわたって高い互換性が確認され

た。 

(4) ＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷ対応プレーヤー、ドライブ、及びＰＣ再生ソフトウエアに関して、合計２３社による
多様な４２モデルにより、上記（３）で録画されたディスクを使用し５項目での再生互換性評価を行い、

広範な環境下での再生互換を確認した。 

(5) ３倍速ＤＶＤ-ＲＡＭテスターを保有する９社間で、２５項目の試験を行い、各社のテスター間で互換性が
確保されることを確認した。また統一試験方法を確立し、評価用標準ディスクも作成した。 

(6) ３倍速ＤＶＤ-ＲＡＭディスクとドライブに関して、１１社、１２モデル間での３４項目の試験を行い、参加製
品間の互換性を確保した。また統一試験方法を確立し、評価用標準ディスクも作成した。 

(7) ＤＶＤ-ＲＡＭ向けＤＶＤ-ＶＲモード対応製品に関して、９社、１３モデル間で４７項目の試験を行い、参加
製品間で互換性を確保した。また、統一試験方法を確立した。 

 

参加メーカーの一社である株式会社東芝 首席技監の山田尚志氏は、「ＤＶＤは、規格の検証、互換性の

ＤＶＤ機器業界最大規模の共同互換性試験を終了  
５２社が参加し、１３３モデルで互換性を確認 



確認試験などを実施して、信頼性の向上に努めて参りました。 その甲斐あって市場では、機器とディスク

の互換性が確立していると言う評判を得ています。 しかし、品質の管理はたゆみなく行って初めてお客様

の信頼を得られるものです。ＤＶＤフォーラムが策定したＤＶＤ規格（フォーマット）に準拠したＤＶＤ記録再生

機器とディスク、ソフトを生産する世界の主要メーカーが一堂に会して実施したこの共同互換性試験は、ＤＶ

Ｄ製品の信頼性を高め、お客様からの信頼向上のためにたいへん重要な意義があると思います。今後とも

業界全体の活動として定着することを望みます。」と語りました。 

 
ＲＷＰＰＩとＲＤＶＤＣは、現在進めている共同互換性試験を今後開発される一層の高倍速メディアに対し

ても継続し、更なる参加企業を加え、製品間での記録・再生互換性を高めることで、今後のＤＶＤ市場全体

の発展のために積極的に参加して参ります。 

●ＲＷ プロダクツ プロモーション イニシアティブ<http://www.rwppi.com> 

ＲＷＰＰＩは、ＤＶＤディスクへの録画、再生を可能にしたＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷ規格に基いた関連製品の

市場における円滑な普及・促進を目指しています。２０００年５月に発足以来、ＤＶＤ-Ｒ／ＤＶＤ-ＲＷ製品

に関する各種標準仕様の提案やハードとディスクの互換性の確保などの活動を通じて、お客様の満足度

の向上を図っていきます。 

●記録型ＤＶＤ会議 <http://www.rdvdc.org> 

記録型ＤＶＤ会議は、ＤＶＤフォーラムで策定された記録型ＤＶＤ規格（ＤＶＤ-ＲＡＭ、ＤＶＤ-Ｒ、ＤＶＤ-Ｒ

Ｗ）の普及・促進を図るために、２００１年４月に発足しました。会員相互の情報交換、互換性向上の推

進、展示会での製品共同プロモーションなどの活動を行っています。  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 

ＲＷ プロダクツ プロモーション イニシアティブ事務局 電話：０３－３４９５－９８７６ 

記録型ＤＶＤ会議 事務局 電話：０６－６９０５－４１１８ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－ 

 

＜付録＞今回の共同互換性試験に参加したメーカー （５０音順）  
Ａｈｅａｄ Ｓｏｆｔｗａｒｅ ＡＧ.、アルパイン株式会社、株式会社アルメディオ、インタービデオジャパン株式会社、

株式会社インターメディア、Ｉｎｆｏｄｉｓｃ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏ．， Ｌｔｄ．、株式会社 AMC、SKC Co.,Ltd、

MJC(SINGAPORE) PTE LTD、LG 電子ジャパン株式会社、Ｏｐｔｏｄｉｓｃ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、オリオ

ン電機株式会社、Ｇｉｇａｓｔｏｒａｇｅ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、株式会社ケンウッド、サイバーリンク株式会社、三星電子

株式会社、三洋電機株式会社、ＣＭＣ Ｍａｇｎｅｔｉｃｓ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、シナノケンシ株式会社、株式会社シバ

ソク、シャープ株式会社、ソニー株式会社、Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｓ、Ｉｎｃ．、太陽誘電株式会社、ティアック

株式会社、ＴＤＫ株式会社、株式会社デジオン、株式会社デノン、株式会社東芝、東芝サムスン ストレー

ジ・テクノロジー株式会社、日本電気株式会社、日本ビクター株式会社、ＮｅｗＳｏｆｔ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｃｏｒｐｏｒ

ａｔｉｏｎ、パイオニア株式会社、パナソニック コミュニケーションズ株式会社、パルステック工業株式会社、株

式会社日立LGデータストレージ、株式会社日立製作所、日立マクセル株式会社、株式会社ビー・エイチ・エ

ー、富士写真フイルム株式会社、船井電機株式会社、Ｐｒｏｄｉｓｃ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｉｎｃ．、松下寿電子工業株

式会社、松下電器産業株式会社、三菱化学メディア株式会社、三菱電機株式会社、ＭｅｄｉｏＳｔｒｅａｍ、Ｉｎｃ．、

ヤマハ株式会社、ユーリードシステムズ株式会社、Ｒｉｔｅｋ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｌｅａｄ Ｄａｔａ Ｉｎｃ． 


